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欄
生
態
学
の
起
源
－
一
八
○
○
年
か
ら
一
九
一
四
年
目
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
騙
は
、
著
者
バ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
タ
ー
ニ
ュ

が
一
九
九
四
年
に
パ
リ
第
七
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
、
剛
フ
ラ
ン
ス
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

命
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
生
態
学
普
及
過
程
』
を
基

に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
ノ
ー
ル
・

パ
”
ド
・
カ
レ
県
に
位
置
す
る
教
員
養
成
大
学
院
（
謬
。
。
諄
葺
耳
ω
¢
巳
く
2
ω
学

け
冥
道
ω
島
Φ
局
○
目
浸
け
δ
口
入
Φ
ω
諸
舞
お
ω
仏
¢
屑
ζ
）
の
科
学
論
・
科
学
史
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

教
授
で
あ
る
。
最
近
の
著
者
は
、
生
態
学
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
の
入
門
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

や
「
持
続
可
能
な
開
発
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
書
を
出
版
す
る
に
と
ど
ま

り
、
本
著
作
の
よ
う
な
本
格
的
な
歴
史
叙
述
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
彼
の
キ
ャ
リ
ア
は
歴
史
学
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
社
会
史
の
大
家
ア

ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
の
指
導
下
で
書
か
れ
た
修
士
論
文
は
、
ド
ゥ
ー
目
セ
ー
ヴ

ル
県
植
物
協
会
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
酒
部
の
一
県
に
存
在
し
た
団
体
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
④

の
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ル
バ
ン
へ
の
謝
辞
を
冒
頭
に
掲
げ
、
こ
の
協
会
に
も

署
及
し
て
い
る
本
書
は
、
修
士
論
文
の
延
長
上
に
あ
り
、
十
年
に
わ
た
る
歴

史
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。

　
本
書
の
目
的
は
非
常
に
明
快
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
か

ら
地
方
に
散
在
し
た
知
識
人
協
会
の
歴
史
と
、
生
態
学
と
い
う
一
科
学
研
究

分
野
の
歴
史
と
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
両
領
域
に
研
究
は

豊
富
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
分
析
の
対
象
に
な

っ
て
こ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
の
協
会
が
自
然
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
生
態
学
と
い
う
学
問
分
野
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
か
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
最
初
の
試
み
で
あ
る
。
数
多
く
の
協

会
の
会
報
や
論
文
集
、
所
属
す
る
会
員
の
著
作
、
特
に
動
植
物
、
地
質
の
よ

う
な
自
然
物
を
研
究
対
象
と
す
る
博
物
学
に
関
す
る
出
版
物
を
お
も
に
史
料

と
し
て
用
い
、
生
態
学
の
誕
生
と
そ
の
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
「
も
う
一

つ
の
歴
史
扁
を
見
出
そ
う
と
す
る
本
書
は
、
生
態
学
形
成
史
と
知
識
人
協
会

史
の
両
分
野
に
お
い
て
、
画
期
的
で
重
要
な
研
究
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、

著
者
自
身
も
書
い
て
い
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
｝
言
及
さ
れ
る
「
生
態
学
」

（
ひ
o
o
一
〇
α
Q
一
Φ
）
は
、
環
境
保
護
運
動
な
ど
を
意
味
す
る
い
わ
ゆ
る
「
エ
コ
ロ

ジ
ズ
ム
」
（
曾
。
一
〇
α
Q
δ
ヨ
Φ
）
と
は
区
別
さ
れ
る
。
両
者
の
関
係
は
本
書
の
重

要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
科
学
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
の
前
者
が

基
本
的
な
検
討
対
象
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
分
析
視
角
に
基
づ
い
た
本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

序
論
（
H
P
け
円
O
儒
煽
O
け
一
〇
轟
）

第
一
部
　
科
学
と
歴
史
に
試
さ
れ
る
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
（
じ
Φ
ω

　
　
　
　
暴
ヨ
毘
。
。
”
Φ
。
。
既
．
9
お
薯
①
餌
。
冨
ω
9
窪
8
Φ
ぽ
島
Φ
｝
、
ぼ
。
。
げ
○
ぎ
）

　
第
一
章
　
知
識
人
の
文
化
（
H
じ
餌
O
償
八
け
口
H
Φ
9
0
9
〈
Φ
口
け
Φ
）

　
第
二
章
　
自
然
史
の
地
理
学
（
U
ゆ
α
q
σ
o
α
Q
錘
℃
ぼ
①
二
巴
．
鉱
除
。
貯
Φ

　
　
　
　
　
轟
ε
お
H
一
Φ
）
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第
三
章
愛
好
家
と
学
者
（
》
下
露
H
ω
Φ
な
δ
｛
①
し
。
G
・
δ
・
邑
し
・
）

　
第
四
章
　
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
の
社
会
的
結
合
（
ソ
シ
ア
ビ
リ

　
　
　
　
　
テ
）
　
（
H
㌧
9
ω
O
O
一
餌
ぴ
一
一
一
紳
①
づ
餌
叶
庫
叫
餌
一
一
ω
叶
Φ
）

　
第
一
部
結
論
（
O
o
口
。
ξ
ω
δ
口
紆
冨
暇
①
a
Φ
話
℃
p
a
Φ
）

第
二
部
　
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
と
生
態
学
（
じ
①
ω
⇔
鉾
霞
聾
し
。
8
ω
雲

　
　
　
　
一
、
ひ
。
。
一
。
α
q
一
Φ
）

第第第第
四二＿一
章章章章

第
五
章

生
態
学
の
源
流
へ
（
》
¢
×
ω
○
霞
。
①
ω
＠
Φ
頴
o
o
｝
○
σ
q
δ
）

生
態
学
の
概
要
（
い
㎡
o
O
δ
α
Q
6
露
毒
白
9
）

リ
ン
ネ
派
生
態
学
（
U
㎡
O
O
δ
σ
Q
δ
ロ
雪
ひ
①
目
Φ
）

生
態
学
と
進
化
論
（
q
ひ
。
o
一
。
α
Q
δ
Φ
二
Φ
ω
夢
ひ
。
H
δ
ω
け
鑓
屋
8
ワ

甑
ω
8
し
・
）

生
態
学
と
エ
コ
ロ
ジ
ズ
ム
（
国
o
O
一
〇
σ
q
一
ρ
ひ
o
o
一
〇
σ
q
冨
ヨ
Φ
）

　
第
二
部
結
論
（
0
8
巳
琶
8
創
巴
鋤
傷
①
舞
δ
日
Φ
嚇
畿
Φ
）

第
三
部
　
生
態
学
の
領
域
と
諸
学
派
（
ピ
の
も
。
8
評
論
霧
簿
｝
Φ
し
。
ひ
o
o
一
①
ω
号

　
　
　
　
一
”
ひ
8
一
。
σ
q
一
Φ
）

第
一
章

第
二
章

第
三
章

章
四
章

第
五
落

第
六
章

生
態
学
に
基
づ
く
庭
園
（
∪
Φ
ω
す
己
貯
ω
ひ
o
o
｝
o
α
q
置
器
。
。
）

自
然
史
博
物
館
（
ピ
9
℃
聾
5
信
Φ
曾
ヨ
器
曾
一
匹
、
ぼ
。
。
肯
9
お

舞
欝
H
Φ
一
一
Φ
）

実
験
所
の
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
（
U
Φ
ω
・
讐
霞
葺
。
。
け
①
ω

篤
学
σ
o
轟
δ
冨
）

地
中
海
地
方
の
諸
学
派
（
U
①
。
。
①
8
ぎ
。
。
ヨ
ひ
飴
8
コ
磐
ひ
鶏
昌
①
ω
）

フ
ラ
ン
ス
洒
部
の
諸
学
派
（
H
し
り
Φ
O
O
一
Φ
傷
Φ
由
り
○
信
Φ
ω
仲
）

フ
ラ
ン
ス
中
部
の
魅
力
（
H
U
団
餌
け
け
H
蝉
O
肯
一
〇
昌
仙
¢
　
○
①
⇒
戸
冠
Φ
）

　
第
三
部
結
論
（
O
o
琴
ご
し
。
δ
づ
号
難
論
。
一
ω
一
Φ
ヨ
Φ
窟
民
①
）

結
論
（
○
。
琴
｝
小
難
8
σ
q
g
⑩
巨
①
）

　
第
一
部
第
一
、
第
二
章
で
は
、
主
と
し
て
博
物
学
を
研
究
す
る
知
識
人
協

会
を
中
心
に
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
協
会
の
全
般
的
特
微
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
先
行
研
究
で
も
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
支
配
的
な
文
化
形
成
の
～
翼

を
担
っ
て
き
た
の
は
、
貴
族
や
富
裕
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
い
っ
た
地
方
名
士

層
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
地
方
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
協
会
に
所
属
し

て
い
た
。
半
分
以
上
の
県
に
お
よ
そ
一
つ
か
ら
三
つ
存
在
し
て
い
た
協
会

（
ほ
と
ん
ど
の
協
会
は
県
の
名
を
冠
す
る
）
は
ふ
つ
う
、
非
営
利
の
団
体
で

会
費
制
を
と
り
、
政
治
に
か
か
わ
る
議
論
を
禁
止
し
て
い
た
。
地
方
の
協
会

は
、
中
央
政
府
か
ら
の
統
制
（
公
益
の
承
認
の
義
務
付
け
な
ど
）
を
嫌
い
、

パ
リ
の
協
会
が
発
す
る
影
響
力
に
対
し
て
も
敏
感
に
な
っ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
北
フ
ラ
ン
ス
地
理
学
協
会
は
パ
リ
の
地
理
学
協
会
の
傘
下
に
入
る
こ
と

を
拒
否
し
た
。

　
第
三
、
第
四
章
で
は
、
生
態
学
に
関
心
を
持
つ
博
物
学
愛
好
家
と
博
物
学

者
の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
、
ア
ン
グ

ロ
匹
サ
ク
ソ
ン
諸
国
で
は
生
態
学
の
定
義
が
地
方
の
植
物
学
者
に
よ
っ
て
発

表
さ
れ
た
り
、
生
態
学
を
名
に
掲
げ
た
地
方
協
会
が
す
で
に
組
織
さ
れ
た
り

し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
依
然
と
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
を
迎
え
て
い
な

か
っ
た
。
生
態
学
の
研
究
を
専
門
と
す
る
研
究
所
も
存
在
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
に
国
家
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
に
よ
っ
て
、
生
態
学
者
集
団
が
地
方
に

形
成
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
脈
で
い
え
ば
、
地
方
協
会

の
会
員
の
多
く
は
、
研
究
に
よ
っ
て
日
々
の
糧
を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

薬
剤
師
、
医
者
、
小
学
校
教
師
、
聖
職
者
と
し
て
生
活
し
て
い
た
愛
好
家
で

あ
っ
た
。
そ
の
役
割
は
、
決
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
は

研
究
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
科
学
知
識
の
普
及
・
民
主
化
に
貢
献
し
た
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
き
口
え
ば
、
博
物
学
愛
好
家
た
ち
は
、
講
義
、
小
旅
行
、
展
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影
会
を
組
織
し
、
植
物
の
目
録
作
成
や
分
類
に
取
り
組
み
、
自
ら
の
研
究
で

得
た
知
識
を
新
聞
に
よ
っ
て
一
般
市
民
に
普
及
さ
せ
、
会
報
に
よ
っ
て
会
員

や
他
地
域
の
協
会
に
伝
え
た
。
ド
ゥ
ー
ロ
セ
ー
ヴ
ル
県
植
物
学
協
会
に
至
っ

て
は
、
高
度
に
専
門
的
な
知
識
を
要
求
す
る
研
究
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
決

意
し
た
。
こ
の
方
針
に
反
対
す
る
勢
力
も
協
会
内
に
存
在
し
た
が
、
少
数
派

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
地
方
協
会
の
多
く
の
会
員
は
、
自
ら
を
知
の
創
造

に
貢
献
す
る
愛
好
家
、
門
科
学
研
究
を
専
門
と
す
る
非
正
規
軍
、
有
益
な
予

備
隊
扁
（
℃
マ
お
）
と
同
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
地
方
の
植
物

相
や
動
物
相
の
研
究
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ロ
イ
ド
の
『
西
部
の
植
物
相
』
な

ど
）
、
目
録
、
小
旅
行
の
報
告
書
や
モ
ノ
グ
ラ
フ
な
ど
は
、
学
者
の
関
心
を

引
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
部
で
検
討
さ
れ
る
の
は
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
に
よ
る
植
物
地

理
学
（
訂
σ
q
①
o
σ
q
鑓
嘗
δ
げ
。
＄
巳
ρ
β
Φ
）
研
究
の
整
理
、
研
究
計
画
の
策
定
、

そ
し
て
生
態
学
誕
生
に
対
す
る
彼
ら
の
貢
献
度
合
い
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、

「
生
態
学
の
源
流
」
の
系
譜
に
連
な
る
学
者
・
愛
好
家
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
ド
イ
ツ
人
で
物
理
学
者
、
地
理
学
者
に
し
て
博
物
学
者
で
あ
っ
た
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
》
一
Φ
×
餌
轟
山
①
目
く
O
⇒
国
信
ヨ
ぴ
O
｝
島
け
）

（一

ｵ
六
九
…
一
八
五
九
）
。
そ
し
て
ス
イ
ス
人
の
植
物
学
者
、
オ
ー
ギ
ュ

ス
タ
ン
U
ピ
ラ
ミ
ユ
・
ド
・
カ
ン
ド
ル
（
》
ロ
α
q
器
江
亭
℃
賃
p
ヨ
信
。
・
仙
Φ
○
餌
甲

仙
亀
Φ
）
（
一
七
七
八
～
一
八
四
～
）
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
植
物
地
理
学
の

「
草
分
け
」
で
あ
る
。
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
一
八
○
○
年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
で
流
通
し
た
著
書
（
『
植
物
地
理
学
試
論
騙
宏
八
〇
五
年
］
）
の
中
で
、

植
物
の
分
布
は
気
候
や
緯
度
の
地
理
的
条
件
に
左
右
さ
れ
、
植
生
（
あ
る
場

に
集
中
し
て
生
育
し
て
い
る
植
物
の
全
体
）
は
地
域
固
有
の
一
貫
性
を
持
つ
、

と
指
摘
し
た
。
ド
・
カ
ン
ド
ル
は
植
物
地
理
学
を
「
地
球
の
植
生
分
布
に
関

係
す
る
事
象
と
、
そ
こ
か
ら
引
き
鳩
せ
る
多
か
れ
少
な
か
れ
一
般
的
な
法
則

に
つ
い
て
の
体
系
的
研
究
扁
（
㍗
。
。
。
。
）
と
定
義
し
、
気
温
、
水
分
、
土
壌
な

ど
の
物
理
的
条
件
が
植
生
に
与
え
る
影
響
を
研
究
し
た
。
両
研
究
者
は
、
新

種
の
植
物
の
発
見
や
外
観
的
構
造
、
同
じ
網
・
科
の
植
物
と
の
共
通
点
を
中

心
に
研
究
し
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
植
物
学
研
究
か
ら
離
れ
、
植
物
地
理
学
を

通
じ
て
「
種
と
外
部
世
界
と
を
結
び
付
け
る
関
係
」
（
や
。
。
刈
）
を
理
解
す
る

こ
と
に
努
め
た
。
こ
う
い
つ
た
観
点
が
生
態
学
の
誕
生
を
大
き
く
促
し
た
の

で
あ
る
。
環
境
が
植
物
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
概
念
は
、
以
後
、
フ
ラ
ン

ス
に
お
い
て
も
細
か
く
研
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
植
物
の
も
つ
「
物
理
的

な
機
能
」
が
植
生
の
分
布
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
述
べ
た
ク
レ
ル
モ
ン

ー
ー
フ
ェ
ラ
ン
の
植
物
挙
愛
好
家
、
ア
ン
リ
・
ル
コ
ッ
ク
（
閏
Φ
昌
鉱
じ
Φ
o
o
ρ
）
。

植
物
の
持
つ
機
能
そ
の
も
の
よ
り
も
、
気
温
が
植
生
の
分
布
の
重
要
な
決
定

因
で
あ
る
と
指
摘
し
た
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
理
学
協
会
の
」
・
イ
ヴ
ォ
ラ
（
H

H
＜
o
す
ω
）
。
「
植
物
地
理
学
に
適
用
さ
れ
得
る
生
理
学
的
な
集
団
扁
（
ワ
H
O
一
）

を
定
義
し
、
動
植
物
の
集
団
は
熱
と
湿
気
と
い
う
二
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
及

ぼ
す
影
響
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
し
た
、
前
述
の
ド
・
カ
ン
ド
ル
の
息

子
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
（
≧
9
。
霧
Φ
号
9
園
丁
①
）
（
一
八
〇
六
一
一
八
九

三
）
。
彼
ら
の
よ
う
な
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
は
、
植
物
地
理
学
を
超

え
て
生
理
学
に
ま
で
触
れ
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
横
断
す
る
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。
生
態
学
と
い
う
～
科
学
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
切
り

分
け
に
拘
泥
し
な
か
っ
た
彼
ら
の
ア
プ
ロ
t
チ
に
よ
っ
て
、
次
第
に
形
成
さ

れ
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
生
態
学
の
諸
定
義
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
生
息
環
境
の

科
学
」
と
し
て
生
態
学
を
最
初
に
定
義
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
の
博
物
学
者

エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
（
国
H
昌
Φ
ω
叶
　
H
｛
融
O
ぎ
Φ
一
）
（
｝
八
三
四
一
…
九
一

253 （253）



九
）
で
あ
る
（
一
八
六
六
年
）
。
そ
れ
か
ら
約
三
〇
年
を
経
て
、
デ
ン
マ
ー

ク
人
の
植
物
学
者
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
エ
ウ
ゲ
ニ
ゥ
ス
・
ビ
ュ
ロ
ウ
・
ヴ
ァ
ー
ミ

ン
グ
（
冒
訂
⇒
9
ω
国
章
σ
Q
Φ
巳
¢
ω
し
d
巳
。
≦
芝
費
ヨ
ヨ
α
q
）
（
一
八
四
一
－
一
九
二

四
）
が
生
態
学
と
い
う
語
を
題
名
に
初
め
て
使
用
し
た
（
『
植
物
の
生
態
学
聴

［一

ｪ
九
五
年
］
）
。
他
方
、
こ
の
語
が
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
で
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
〇
年
代
と
比
較
的
遅
い
。
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
の

博
物
学
者
、
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ラ
オ
ー
（
○
財
鋤
H
一
①
ω
凋
一
鋤
ゲ
餌
信
一
け
）
は
、
自
身
の

「
植
物
地
理
学
用
語
体
系
策
定
計
画
」
［
一
九
〇
〇
年
］
の
な
か
で
、
「
生
態

学
扁
の
語
を
用
い
、
オ
タ
ン
県
自
然
史
協
会
の
副
会
長
で
あ
っ
た
X
・
ジ
ヨ

（
×
・
O
讐
9
）
は
、
植
物
の
生
息
環
境
を
決
定
づ
け
る
「
生
態
学
的
要
因
」

を
問
題
に
し
て
い
る
。
彼
や
後
述
す
る
ナ
ン
ト
の
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
ド
ソ
ー

（
国
附
P
一
一
Φ
　
∩
｝
9
傷
Φ
O
①
9
¢
）
の
よ
う
な
愛
好
家
は
、
植
物
地
理
学
研
究
の
中
で
、

第
一
次
大
戦
前
に
生
態
学
の
語
を
自
由
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
た

だ
、
彼
ら
は
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
の
中
で
少
数
派
だ
っ
た
。
「
エ
コ

ロ
ジ
ー
」
と
い
う
語
は
「
生
態
学
」
で
は
な
く
門
植
物
地
理
学
」
と
フ
ラ
ン

ス
語
で
翻
訳
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
（
進
化
論
）
に
対
す
る

抵
抗
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
語
は
進
化
論
に
の
っ
と
っ
て
自
説
を
展

開
し
た
動
物
学
者
の
ヘ
ッ
ケ
ル
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
生
態
学
の
歴
史
は
、
進
化
論
の
歴
史
と
切

っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。

　
第
三
章
で
分
析
さ
れ
る
「
リ
ン
ネ
派
生
態
学
」
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義

（
進
化
論
）
に
対
し
て
一
部
の
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
が
抵
抗
し
た
理

由
を
よ
く
説
明
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
博
物
学
者
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ

ン
・
リ
ン
ネ
（
O
P
H
置
く
O
⇒
回
転
端
⇔
口
Φ
）
（
一
七
〇
七
1
　
七
七
八
）
は
『
自
然

の
体
系
隔
（
～
七
三
五
年
）
、
『
植
物
の
種
㎏
（
一
七
五
三
年
）
で
動
植
物
を
属

名
と
種
名
に
よ
っ
て
分
類
す
る
二
名
法
を
確
立
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

パ
リ
、
ボ
ル
ド
ー
、
カ
ン
な
ど
に
、
リ
ン
ネ
の
名
を
掲
げ
る
協
会
が
い
く
つ

か
存
在
し
た
こ
と
は
、
リ
ン
ネ
の
思
想
に
賛
同
し
敬
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と

の
証
拠
で
あ
る
。

　
リ
ン
ネ
の
自
然
観
は
非
常
に
「
神
学
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
神
の
摂

理
扁
に
よ
っ
て
自
然
が
構
築
さ
れ
、
そ
の
均
衡
が
成
立
す
る
と
い
う
彼
の
基

本
的
な
考
え
は
生
態
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

リ
ン
ネ
は
生
物
と
場
の
相
互
作
用
と
そ
の
法
則
が
存
在
す
る
こ
と
を
す
で
に

考
慮
に
入
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
世
紀
の
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好

家
は
、
神
の
摂
理
と
い
う
形
而
上
学
を
物
質
的
な
諸
原
因
で
説
明
す
る
こ
と

で
、
リ
ン
ネ
流
の
均
衡
の
概
念
を
世
俗
化
し
て
い
っ
た
。
彼
の
「
神
学
」
は

「
生
態
学
に
道
を
譲
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
」
（
唱
．
ご
㎝
）
。

　
第
四
章
は
、
お
も
に
ジ
ャ
ン
匡
パ
テ
ィ
ス
ト
・
ラ
マ
ル
ク
（
言
き
・

ゆ
鋤
嘗
ω
匿
い
鋤
日
差
畠
）
（
一
七
四
四
－
一
八
二
九
）
の
主
張
の
分
析
に
あ
て

ら
れ
て
い
る
。
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
は
、
場
が
生
物
に
影
響
を
与
え
る
と
説

明
す
る
の
に
対
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
の
場
合
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
生
物

に
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
協
会
で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
は
常
に
ラ
マ

ル
ク
主
義
と
比
較
さ
れ
、
全
般
的
に
醤
っ
て
、
ラ
マ
ル
ク
の
考
え
の
方
が
支

持
さ
れ
た
。
彼
の
進
化
論
の
申
で
言
及
さ
れ
る
「
生
息
地
」
は
、
生
態
学
で

定
義
さ
れ
る
、
種
が
生
息
す
る
場
と
し
て
の
「
ア
ビ
タ
」
（
ヘ
ッ
ケ
ル
）
と

い
う
概
念
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
五
章
が
対
象
と
す
る
の
は
、
環
境
保
護
運
動
で
あ
る
。
自
然
賛
美
嗜
好

は
ル
ソ
ー
や
デ
ィ
ド
ロ
と
い
っ
た
一
八
世
紀
後
半
の
文
人
が
す
で
に
有
し
て

い
た
が
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
鉄
道
の
発
達
や
地
形
測
量
技
術
の
向
上
、

ロ
マ
ン
主
義
の
流
行
に
促
さ
れ
、
自
然
を
描
写
す
る
旅
行
記
な
ど
の
出
版
物
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評書

が
大
愚
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
イ
ッ
ポ
リ
ト
・
テ
ー
ヌ
の
『
ピ
レ

ネ
ー
旅
行
記
魅
［
一
八
五
五
年
］
な
ど
）
。
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
も
富
裕
階
層
の
趣

味
と
し
て
確
立
し
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
自
然
保
護
の
重
要
性
を
訴
え
る

組
織
も
続
々
と
誕
生
し
た
。
ツ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
（
一
Φ

日
。
霞
ぎ
α
q
鉱
毒
仙
Φ
国
鑓
琴
①
）
、
ア
ル
プ
ス
・
ク
ラ
ブ
（
8
Ω
¢
ぴ
一
覧
口
）
、

景
観
保
護
協
会
（
『
ω
0
9
簿
ゆ
唱
。
賃
♂
嘆
。
け
①
亀
○
口
紆
。
。
℃
醸
鶏
σ
q
Φ
ω
）
な

ど
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
博
物
学
を
専
攻
す
る
地
方
の
協
会
の
中
に
は
、

こ
の
流
れ
に
対
澄
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ド
ゥ
ー
1
ー
セ
ー
ヴ
ル

県
植
物
学
協
会
は
ツ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
に
寄
付
し
、
ア
ン
県
の
地
理
挙
協

会
は
、
薬
品
製
造
の
産
業
化
に
と
も
な
う
植
物
の
大
量
収
穫
に
異
議
を
発
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
い
つ
た
事
例
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
っ
た
。
多
く
の
協
会

に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
自
然
は
人
間
の
存
在
し
な
い
場
と
み
な
さ
れ
、
自
然

と
人
間
を
含
む
生
物
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
関
心
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　
第
三
部
で
は
、
協
会
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

第
～
章
は
生
能
軍
学
の
た
め
の
庭
園
が
、
第
二
章
は
自
然
史
博
物
館
が
主
題
で

あ
る
。
前
者
は
、
地
方
協
会
の
協
力
の
も
と
、
一
八
世
紀
に
ほ
ぼ
全
て
の
都

市
で
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ド
・
カ
ン
ド
ル
に
よ
れ
ば
、
庭
園

が
有
す
る
機
能
は
、
植
生
に
関
す
る
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

庭
園
は
地
域
の
「
地
域
の
植
物
標
本
」
で
あ
り
、
地
域
の
植
物
相
の
概
要
を

提
供
す
る
目
的
で
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
博
物
学
者
・
博
物
学
愛

好
家
に
よ
る
分
類
、
植
物
地
理
学
、
生
態
学
な
ど
の
研
究
を
助
け
る
も
の
と

な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
自
然
史
博
物
館
も
同
様
の
目
的
で
設
立
さ

れ
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
地
方
協
会
の
協
力
が
要
請
さ
れ
た
。

　
一
九
世
紀
に
お
い
て
、
生
態
学
の
研
究
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
実
験
所
で

あ
る
。
「
ス
タ
シ
オ
ン
」
（
ω
㌶
鉱
。
口
）
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
施
設
は
、
「
庭
園
、

博
物
館
、
図
書
館
を
包
含
し
、
農
学
、
動
物
学
、
植
物
学
に
関
す
る
研
究
と

教
育
の
た
め
」
の
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
た
。
著
者
が
「
最
も
評
価
の
高
か

っ
た
偏
実
験
所
と
し
て
紹
介
す
る
の
は
、
ロ
ス
コ
フ
、
コ
ン
カ
ル
ノ
ー
、
ヴ

ィ
ル
フ
ラ
ン
シ
ュ
の
海
洋
実
験
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
中
央
政
府
の
経
済
的

庇
護
、
そ
し
て
大
学
教
授
の
支
援
の
も
と
一
八
七
〇
年
代
か
ら
一
八
八
○
年

代
に
か
け
て
設
立
さ
れ
、
実
験
所
の
運
営
は
地
方
協
会
に
所
属
す
る
地
元
の

知
識
人
に
任
さ
れ
た
。
　
一
八
八
一
年
に
建
設
さ
れ
た
バ
ニ
ュ
ル
ス
目
シ
ュ
ル

ー
ー
メ
ー
ル
の
海
洋
実
験
所
の
場
合
、
国
家
で
は
な
く
ピ
レ
ネ
ー
同
オ
リ
ア
ン

タ
ル
県
議
会
が
経
済
的
な
援
助
を
行
い
、
愛
好
家
も
自
由
に
実
験
所
を
使
用

で
き
た
。
ア
ル
カ
シ
ョ
ン
で
は
科
学
協
会
が
動
物
学
実
験
所
の
設
立
に
直
接

関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
実
験
所
の
設
立
、
運
営
に
お
い
て
博
物
学
愛
好
家
の

役
割
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
か
ら
第
六
章
は
フ
ラ
ン
ス
の
地
中
海
沿
岸
地
域
、
西
部
、
中
部
で

の
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
の
研
究
内
容
、
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
で
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
彼
ら
も
ま
た
、
生
態
学
の
概
念
と

体
系
の
構
築
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
地
申
海
沿
岸
地
域
の
植
物
学
者
と
い

え
ば
、
こ
れ
ま
で
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ラ
オ
ー
の
よ
う
な
モ
ン
ペ
リ
エ
の
学
者
ば

か
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
彼
に
影
響
を
与
え
地
元
の
植
物
の
分
類
に

沈
潜
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
愛
好
家
が
、
一
九
世
紀
に
は
数
多
く
存
在
し
た
。
彼

ら
の
研
究
対
象
は
、
お
も
に
出
身
地
域
、
県
の
植
物
相
で
あ
っ
た
。
著
者
が

高
く
評
価
す
る
の
は
ク
ロ
博
士
（
一
①
　
偶
O
O
叶
Φ
¢
円
（
）
一
〇
G
o
）
（
一
八
二
一
－
一
九

〇
八
）
で
あ
る
。
「
生
態
学
的
植
物
地
理
学
」
の
学
派
を
地
中
海
沿
岸
地
方

で
最
初
に
推
進
し
た
植
物
学
者
で
あ
る
。
『
タ
ル
ン
県
植
物
地
理
挙
試
論
』

で
始
ま
っ
た
彼
の
研
究
の
中
心
課
題
は
、
地
形
（
平
野
部
、
丘
陵
部
、
山
岳

部
）
や
土
壌
の
質
、
気
候
に
よ
っ
て
、
地
域
の
自
然
を
区
分
し
直
す
こ
と
で
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あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
植
物
の
分
布
を
決
定
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
は
、
カ
ル
カ
ッ
ソ
ン
ヌ
芸
術
・
科
学
協
会
に
も
引
き

継
が
れ
、
一
八
七
〇
年
に
こ
の
協
会
は
オ
ー
ド
県
を
四
つ
の
地
域
に
区
分
し

て
い
る
。
ク
ロ
博
士
と
同
年
代
の
愛
好
家
、
ア
ン
リ
・
ロ
レ
（
国
窪
ユ

ド
霞
象
）
と
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
バ
ラ
ン
ド
ン
（
諺
信
σ
q
蕊
竃
じ
d
碧
鑓
a
8
）
も

ク
ロ
博
士
の
方
法
論
に
従
っ
て
翠
眉
ー
県
を
再
分
割
し
、
オ
リ
ー
ヴ
の
分
布

地
域
を
特
定
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
博
物
学
愛
好
家
た
ち
は
、
「
研
究
は
自

然
の
境
界
区
分
を
確
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
（
ロ
レ
）
（
唱
』
b
⊃
O
）
と
し
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
時
に
設
定
さ
れ
た
県
と
い
う
行
政
区
分
を
受
け
入
れ
非
難
し

な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ラ
オ
ー
や
地
域
主
義
者
の
主
張
と
は

反
対
に
、
現
行
の
行
政
区
分
は
「
金
く
恣
意
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
み
な

し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
門
小
さ
な
祖
国
扁
は
、
県
の
行
政
区
分
と
「
同
｝

化
」
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
注
意
が
必
要
な
の
は
、
こ
の

主
張
は
一
八
七
六
年
の
も
の
で
あ
り
、
一
八
九
〇
年
代
と
同
じ
で
は
な
か
っ

た
。
彼
ら
の
考
え
方
に
触
発
さ
れ
一
八
八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ー
ド
県
科

学
協
会
は
、
翌
年
す
ぐ
に
研
究
計
画
を
変
更
し
、
「
行
政
区
分
は
土
壌
の
質

の
分
布
で
示
さ
れ
る
区
分
と
一
致
し
な
い
砿
（
唱
』
ω
O
）
と
結
論
づ
け
た
。

行
政
区
分
を
無
視
し
て
自
然
を
再
区
分
す
る
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
か
ね
て

か
ら
説
い
て
い
た
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ラ
オ
ー
に
、
こ
の
協
会
は
賛
同
し
た
の
で

あ
る
。

　
童
部
に
関
し
て
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ロ
イ
ド
（
智
日
①
ω
に
。
凱
）
と
エ

ミ
ー
ル
・
ガ
ド
ソ
ー
の
業
績
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
『
ロ
ワ
ー
ル
ー
ー

ア
ン
フ
ェ
リ
ユ
ー
ル
県
の
植
物
相
騙
（
一
八
四
四
年
）
、
『
フ
ラ
ン
ス
西
部
の

植
物
相
』
（
一
八
五
四
年
）
等
を
著
わ
し
、
前
述
の
ド
・
カ
ン
ド
ル
の
研
究

書
、
『
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
相
』
の
重
要
な
参
考
文
献
と
な
っ
た
。
ロ
イ
ド
の

両
著
作
は
、
一
八
○
○
種
の
植
物
を
六
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
、
湿
気
や
植
生

の
外
観
、
植
物
の
生
理
な
ど
が
そ
れ
に
与
え
る
影
響
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
あ
る
場
に
お
い
て
植
物
相
と
外
観
は
ど
の
よ
う
に
後
世
に
引
き
継
が

れ
て
い
く
か
を
考
察
す
る
視
点
は
、
生
態
学
の
問
題
提
起
と
重
な
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
ガ
ド
ソ
ー
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
た
。
彼
は
、
｝
八
八
九

年
に
ロ
ワ
ー
ル
ー
ー
ア
ン
フ
ェ
リ
ユ
ー
ル
県
学
術
協
会
の
会
長
に
就
任
し
、
一
～

○
世
紀
に
入
っ
て
数
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。
～
九
〇
九
年
の
グ
ラ
ン
腱
リ

ュ
ー
湖
の
研
究
は
、
生
態
学
の
概
念
に
基
づ
き
、
フ
ラ
オ
ー
の
植
物
地
理
学

の
専
門
用
語
を
用
い
て
な
さ
れ
た
。
生
態
学
史
家
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
第
～

次
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
生
態
学
の
考
え
方
が
フ
ラ
ン
ス
で
導
入
さ
れ
た
と
考

え
て
き
た
が
、
す
で
に
ガ
ド
ソ
ー
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
・
カ
ウ

ル
ズ
（
国
。
霞
網
0
7
鴛
巳
曾
O
o
乱
①
。
。
）
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
生
態
学
者

の
影
響
を
受
け
て
い
た
。

　
中
部
は
薬
剤
師
の
ア
ン
リ
・
ル
コ
ッ
ク
と
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ヌ
地
方
の
こ
と
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ン
ボ
ル
ト
と
ド
・
カ
ン
ド
ル
に
多
く
を
負
っ
て

い
る
と
自
身
で
語
っ
て
い
た
こ
の
愛
好
家
は
、
ク
レ
ル
モ
ン
ー
ー
フ
ェ
ラ
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
と
連
携
し
て
地
方
で
の
研
究
に
活
力
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
風

土
、
高
度
、
水
、
土
壌
の
化
学
的
性
質
を
研
究
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
こ
の

協
会
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
に
お
い
て
｝
九
世
紀
の
博
物
学
者
・
博

物
学
愛
好
家
は
、
植
物
地
理
学
の
方
法
論
を
援
用
し
研
究
に
身
を
投
じ
て
い

た
。
そ
の
対
象
と
な
る
場
は
、
常
に
自
分
た
ち
に
愛
着
の
あ
る
場
、
つ
ま
り

「
小
さ
な
祖
国
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
な
か
っ
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
の
博
物
学
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評書

箱
・
博
物
学
愛
好
家
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
生
態
学
的
知
の
形
成
に
大
き
く

貢
献
し
た
こ
と
を
示
し
た
本
書
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
。
ロ
イ
ド
、
ル
コ
ッ

ク
、
ガ
ド
シ
ョ
ー
を
「
発
掘
」
し
、
彼
ら
の
著
作
を
読
み
こ
ん
で
生
態
学
史

の
な
か
に
彼
ら
の
研
究
を
位
置
づ
け
、
地
方
に
お
け
る
生
態
学
の
受
容
、
彼

ら
の
自
然
界
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
光
を
あ
て
る
視
点
は
新
鮮
で
あ
る
。

生
態
学
と
い
う
語
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
外
来
語
で
あ
り
、
博
物
学

者
・
博
物
学
愛
好
家
が
一
九
〇
〇
年
以
降
ま
で
こ
の
語
を
実
際
に
は
用
い
た

こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
種
と
環
境
が
互
い
に
影
響
を
与
え
あ
う
と
い

う
生
態
学
の
基
礎
概
念
は
、
植
物
地
理
学
の
中
に
胚
胎
し
、
一
九
世
紀
初
頭

以
降
フ
ラ
ン
ス
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
結
論
が
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
全
体
に
妥
当
し
得
る
か
ど

う
か
と
い
う
と
、
疑
問
が
残
る
。
実
際
、
著
者
の
醤
及
す
る
協
会
は
フ
ラ
ン

ス
の
西
部
、
中
部
、
南
部
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地
域
で
も
全
て

の
県
の
協
会
が
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
北
部
に
関
し
て
は
ほ
と
ん

ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
力
が
他
地
域
に

比
べ
強
か
っ
た
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
（
特
に
レ
オ
ン
地
方
）
に
関
し
て
、
著

者
は
「
応
用
科
学
の
虜
に
な
っ
た
精
神
へ
の
抵
抗
」
（
や
H
。
。
）
が
こ
の
地
域

に
根
強
か
っ
た
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
詳
し
く
検
討
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
自
然
界
の
研
究
に
取
り
組
む
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
の
生
態

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
純
粋
に
学
術
的
正
確
さ
を
求
め
た
結
果
と
し
て
説
明

さ
れ
て
い
る
点
は
、
よ
り
詳
し
く
分
析
す
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
著
者
が

第
～
部
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
、
特
に
後
半
以
降
に
お
い
て
、

行
政
区
分
の
再
定
義
か
ら
地
域
言
語
教
育
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で

改
革
を
志
向
す
る
地
域
主
義
運
動
の
勢
い
が
次
第
に
強
ま
っ
て
い
く
。
し
か

し
、
こ
う
い
つ
た
背
景
と
第
二
部
以
降
で
登
場
す
る
学
者
、
愛
好
家
の
態
度

と
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
パ
リ
の
博
物
学
協
会
に
対
し
て
距
離

を
置
こ
う
と
す
る
態
度
、
科
学
的
知
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思

を
地
方
の
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
が
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
地
域
主

義
が
彼
ら
に
与
え
た
直
接
的
な
影
響
は
確
認
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
、
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ラ
オ
ー
な
ど
の
よ
う
に
、
県
の
境
界
区
分
を
恣

意
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
批
潤
し
、
県
境
を
越
え
て
自
ら
が
自
然
に

愛
着
を
感
じ
る
門
小
さ
な
祖
国
偏
の
研
究
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
博
物
学

者
・
博
物
学
長
喜
家
は
存
在
し
た
が
、
彼
ら
が
地
域
主
義
運
動
に
ど
う
参
画

し
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
と
関
連
す
る
こ
と
だ
が
、

自
然
や
歴
史
建
造
物
と
い
っ
た
「
小
さ
な
祖
国
」
の
遺
産
保
護
を
目
的
と
し

て
い
た
地
域
主
義
団
体
と
、
博
物
学
協
会
と
の
関
係
も
ま
た
十
分
に
考
察
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
疑
点
は
概

し
て
環
境
保
護
運
動
に
対
し
て
冷
淡
だ
っ
た
と
す
る
結
論
は
や
や
拙
速
だ
ろ

、
つ
。

　
地
方
の
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
と
公
権
力
と
の
関
係
も
ま
た
、
ほ
と

ん
ど
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
協
会
に
よ
る
実
験
所
や
自
然
史
博
物
館
創
設
、

研
究
計
画
策
定
に
は
、
中
央
政
府
、
県
そ
し
て
市
町
村
の
要
求
や
援
助
、
圧

力
が
介
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
不
透
明
で
あ
る
。
政
府
文
書
、

県
や
市
に
所
詮
さ
れ
て
い
る
文
書
館
資
料
が
ま
っ
た
く
引
用
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
、
本
書
が
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
の
問
題

関
心
や
研
究
計
画
に
主
題
を
限
定
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
博
物
学
の
世
界

内
だ
け
で
な
く
、
学
者
・
愛
好
家
と
外
部
世
界
と
の
か
か
わ
り
、
具
体
的
に

は
、
公
行
政
の
要
人
や
政
治
家
と
の
接
触
、
博
物
学
を
専
門
と
し
な
い
、
地

方
の
著
名
な
文
人
な
ど
か
ら
受
け
た
影
響
等
も
ま
た
、
「
生
態
学
の
起
源
」
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を
探
る
上
で
、
研
究
に
値
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
博
物
学
者
・
博
物
学
愛
好
家
の
功
績
は
よ
り
広
い
文
脈

で
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
意
義
は
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
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